





Method of Evaluation for the State of Wall 
Finishing Materials stained with Oil (Part 2) 
Hajimu NAKAJIMA and Kenji TATEBE 
The subject of this paper is to cJarify the relation of the physical values to the visual value 
of Wall Finishing Materials stained with Oil. 
The colour di妊erenceis expressed as L1E 
There are five different kinds of the physical value， such as the mean value of L1E， the 
maximum value of L1E， the minimum value of L1E， the difference between the maximum and 
minimum value of L1E， and the percentage of the area. 
Through the examination of the relation， we found the following ; the maximum value of L1E 
























































































51 類 試料数 可手 状
ノくター ン・ I 6 
粒 状! 薄いものノミタ ン・ 2 6 | 濃いもの
ノミタ ン・ 3 6 均
ノ〈タン。 4 6 たれ状 | 薄いもの
パターン.5 6 L 濃いもの
パターン.6 6 その他〔特殊)
粒 12 パター ンー 1とパターン.2 
fこ れ 12 パター ン。 4とパターン.5 
サンプノし・ 1 12 パターン.1 ~6 より各 2 片
→ナンプノし・ 2 12 ハタ ン。 1・2+5より各3片

























































































































mean30， .dE max 6のように表示する。)また汚れ部分
の面積比率の測定には COLOUR.DATA.CONTROL







L1 E mean30 L1 E mean30 Zj Zj Zj Zj Zi Zj 勾 Zc 
Y mean30 A J Em四品。 J E max30 L1 E max6 L1 Emin6 L1 E sa6 A Zc L1 E max6 
サンフノレ・ 1 0.999 *ネ 0.855 * * 0.568 0.644 * 0.896* * 0.432 0.759* * 0.441 0.918* * O. 828'~ * 
サンプノレ・ 2 0.964 * * 0.952* * 0.558 0.638 * 0.819* * 0.195 0.814** 0.469 0.963 * * 0.848 * * 
粒 0.872 * * 0.517 0.520 0.595 * 0.714** 0.073 0.716 * * 0.529 0.960 * '"0.838キ*
fこ れ 0.992 * * 0.985 * * 0.656 * 0.797 * 0.889 * * 0.481 0.886 * * 0.595 0.979* * 0.892 * * I 
パターン・ 1 0.951** 0.783 0.856 * 0.405 0.784 0.203 0.809 0.474 0.976 * * σ865 * I 
ノミタ ン・ 2 0.874* * 0.858 * 0.244 0.786 0.970* * 0.374 0.971 * * 0.642 0.989ネ*0.952 * * 
パタ ンー 3 0.997* * 0.789 0.956 * * 0.938* * 0.990* 0.953 * * 0.976* * 0.860 * 0.962 * * 0.974 * * 
パターン・ 4 0.997 * * 0.991 * * 0.828 * 0.814 * 0.946* 0.817 * 0.951** 0.857 * 0.993* * 0.910 * 
パターン。 5 0.998 * * 0.991 * * 0.901 * 0.876 * 0.851 * 0.302 0.852 * 0.908 * 0.940 * * 0.927 * * 
パターン。 6 0.989* * 0.931 * * 0.696 0.602 0.529 0.117 0.520 0.519 0.779 0.517 
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色差の最大差 CLlEsa 6)と汚れ程度 (Zj)の関連に
ついては• LlE max 6と同様，極めて相関が高い。“薄
粒"“濃粒"“薄たれ"“濃たれ"のように同形状，同





























6 )及び色差の最大差 CLlEsa 6)が，また感覚量とし
ては系列範ちゅう法による汚れの評価が有効であること
を述べた。そこで汚れ評価 (Zc) と最大色差 CLlEmax 
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築学会大会学術講演梗概集， 353-354， 1980 
19)仕入豊和，橘高義典，風間真也ーコンクリ ト系壁
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“より汚れている"の判断を C + )R(+，ji 
“より汚れていない"の判断を (一)R(_，ji
“わからない"の判断を CO)R(oji 
とFる。また R(O)jiは等分して R(+)jiとR(-jiに分
配した。
注2)汚れていない基準材料と比べて汚れがどの程度気
になるかヲ 8段階評価で、たずねている。詳しくは
参考文献 1)を参照。
注 3)建築物に使用される材料の汚れに関する研究の中
で使用された物理量としては透過率，反射率，色
度，分光反射率9 光沢度，拡散反射率，色差なと
が上げられる。また評価方法に関するものとして
は色差や反射率が平均値的に扱われているのが
般的である。
注4)この装置は色盲パターン判5J1j能力の検査及び調査
を行うため，各種の色の組合わせをカラーモニタ
ー上に表示することができるもので，面積比計を
利用すると各色又は合成された領域の面積を求め
ることができる。表示方法はデジタノレ方式で O
~100%，精度はフノレスケ←ノレに対し 1%以内であ
る。
(受理昭和59年 1月17日)
